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名経営者 の背景 決 断 第四回　石橋正二郎

1889年（明治22年） 福岡県久留米市に生まれる

1906年（明治39年） 久留米商業学校を卒業。家業（屋
号「志まや」）を兄とともに継ぐ

1912年（明治45年） 営業のため上京、自動車に試乗。
宣伝に使用することを思いつく

1914年（大正3年） 足袋の価格を、1足20銭均一に
する

1918年（大正7年） 日本足袋株式会社を設立、専務
に就任。社長は兄重太郎

1921年（大正10年） 地下足袋製造を開始

1928年（昭和３年） ゴム靴専門工場を建設。翌年、
自動車タイヤの国産化を計画

1930年（昭和５年） 日本足袋株式会社社長となる

1931年（昭和６年） ブリヂストンタイヤ株式会社を
設立

1937年（昭和12年） 日本足袋株式会社を日本ゴム株
式会社と改称

1947年（昭和22年） 日本ゴム株式会社社長を退任。
以後、ブリヂストンタイヤ株式
会社の経営に専念

1952年（昭和27年） 東京京橋にブリヂストンビル建
設。ブリヂストン美術館を開設

1976年（昭和51年） 死去。87歳

図表1・石橋正二郎の略年譜
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図表2・石橋正二郎の決断のポイント
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図表3・石橋の主な社会貢献活動

九州医学専門学校（現久留米大学）創立につき、
久留米市の要請を受け、土地1万坪とコンクリート
の校舎を寄贈　1927年（昭和2年） 
 
ブリヂストンタイヤ株式会社（現、株式会社ブリヂ
ストン）創立25周年に合わせ記念事業として、石
橋文化センターほか各種教育文化施設を久留米
市に寄付 1956年（昭和31年） 
 
「人類にとって貴重なコレクションは一人で愛蔵す
べきものではない。進んで公開し、戦争で荒廃し
た世相に希望と潤いをあたえたい」との思いから、
石橋コレクションの常設展示美術館として、ブリヂ
ストン美術館を開設　1952年（昭和27年） 
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